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　ア レ ル ギ ーと環境調整一eastern 　re 岨 cedar に よ るダニ 忌避作用 と殺ダニ 作用
一

チ リダニ は 気管支喘

息 J ア レル ギー性鼻炎，
ア トピ

ー性皮膚炎などの 主原因 である．従 っ て ， こ れ らの疾患 の患者 の家庭 内

か らチ リダニ を除去 す る こ とは ア レル ギー疾 患治療 の 基本で あ る．eastern 　red 　ceda ー は 北米に 広 く分

布する ヒ ノ キ科の樹木であ り
， 鉛筆材 や石鹸香料 ， さら に は材 油の顕微鏡の レ ン ズ 油 として用 い られて

い る．著者 の 開発 し た測定方法 を用 い て ， こ の 材と材油の ダニ 忌 避作用 と殺ダ ニ 作用 に つ い て検討 し た．

その 結果 ， 材 と材油に 強 い ダ ニ 忌避作 用 と殺 ダニ 作 用 を認 めた，以上 の結果 か ら， eastem 　red 　ceda ー

が ア レ ル ギ
ー

患者 の家庭 内環境調整に用い る こ とが で きる可能性に つ い て報告 した．
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緒　言

　チ リ ダ ニ （ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ ： Dermatophagoides　pte−

ronyssinus ：Dp ，
コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ ：Dermatophagoides

farinae：Df）は気管支喘息，通年性鼻ア レ ル ギ
ー，ア ト

ピー
性 皮膚炎 などの 重要 な ア レ ル ゲ ン と して 重要 で あ

る とさ れ て い る 1冫2）．従 っ て ，こ れ らの ア レ ル ゲ ン の 除

去 ・回 避が ア レ ル ギー疾患 の 基本的治療と して 重要で

ある．日本ア レ ル ギ ー
学会治療ガ イ ドライ ン 951にも抗

原 の 除去 ・回避 が推 奨 され て い る 3）．そ の 中 で ，殺 ダ

ニ 剤を使うこ と が勧め られ て い る が，市販 され て い る

よい 殺 ダ ニ 剤 が な い ．

　 さて ，イ
ー

ス タ ン レ ッ ドシ ダ
ー

（ERC ：∫uniperus 　vir−

giniana　L　．）は米国 ロ ッ キ
ー

山脈 東側 の 山地，ハ ドソ ン

湾か ら フ ロ リダまで広 く分布す る常緑性 の 葛木 で ，
ヒ

ノ キ科 に属 し，日本で はエ ン ピ ツ ビ ャ ク シ ン （エ ン ピ

ッ ヒ ノ キ） と呼ば れ る．米 国で は石 鹸香料 ， 室 内噴霧

剤 ，消毒剤，顕微鏡油浸用 に使用 され，材は エ ン ピ ッ

用材 と し て 使用 さ れ
，

ク ロ ーゼ ッ ト に 害虫避 け と して
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nzatophagoides 　pteronyssinus；ERC 　eastern 　red 　ccdar

用 い られ る こ と もあ る．そ の 揮発性 樹 脂 成分 は セ ド

ロ ール な どと さ れ て い る．こ の材や揮発性樹脂成分に

ダニ 忌 避作用 や殺ダ ニ 作用が あ る か に つ い て 以下 の 検

討を行 っ た．

対象お よ び 方法

L 対象

　 チ リ ダ ニ と し て，著者 らが 飼育 して い る コ ナ ヒ ョ ウ

ヒ ダ ニ （Dermatopltugoidesfarinal：Df）を用 い た．

2．方法

1）忌避作用

　忌避作 用 を検討する 実験系がな い の で 図 1 に示す よ

うな装 置を作成 した．すなわ ち ， 直径 14mm ， 長 さ 90

rnm の ガ ラ ス 管の 中央に Df を置き，而端 を ダ ニ が捕

集 で き る よ うに ， 粘着 テ
ープ を つ け た ．また ， 忌避剤

として 図 2 に示す ような，径約 7mm の ボ ール 状の も

の 検体 A と チ ッ プ 状 の もの 検体 B を用意 し ， 検体 A ，

B が 動か ない よ うに エ ス テ ル綿で 固定 した ．

　 ダニ 数 の カ ウ ン トは実体 顕微 鏡下 に 24，48，72 時間

後に 行い ，エ ス テ ル綿の D θr1 量 は LCD 研究所の ダ ニ

測定キ ッ ト4）で 行 っ た．同実験 を 2 回 行 っ た，
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Adhesive 　tape Sampie 　A 　 Adhesive 　tape

○
○

　　　↑
Housedust −mite （Df）

↑　 　 ↑
Inner　 Outer
Ester　cotton

Sample 　B

Empty

Fig，1．　Experimental　dcvice　for　avoiding 　effect ．

Fig．2．　 Eastrn　red 　cedar 　balls（A ） and 　chips （B），

2．殺ダ ニ 作用

　殺 ダ ニ 作用 の 測 定 に関 して は，樹 脂 オ イ ル （Po−

1arome　Munufacturing　Co．　New 　York 製造，株式会 社

マ ス ダ提供） を用 い そ の 揮発成分に よる間接効果 と直

接効果 を測定 した。す な わち ， 直接法で は 直接 オ イ ル

をス ライ ドグ ラ ス 上 の ダニ に滴下 し ，

一
定 の 時間毎 （開

始時 ， 5，8，10， 20，30分後）の 生 きダニ ，不動の ダ ニ ，

死 ダニ を実体顕微鏡下に カ ウ ン トした．間接法 で は底

に濾紙 を敷 い た径 15cm の 大 シ ャ
ー

レ の 中央 に ダ ニ

を入 れ た直径 9cm の 小 シ ャ
ー

レ を 置 き，濾紙 に 一
定

量 の 樹脂液 （2000， 1000，500，250μ1， 対照 として蒸留水

2000 　yD を 入 れ ，一定時間毎 （開始時 ，5，　10，　15，　30，60

分 後） の ダニ の 状態 につ い て 直接法 と同様 に カ ウ ン ト

した （図3）．

　］，
2 の 実験 とも，実験室 を 21 ± 2℃ ， 湿 度 を 50〜60

％ ，無風状態 に して検討 し た．ま た，ダ ニ の 状 態 は，

歩か ない が足 の み 動か し，頭部が透明な い しやや褐色

を帯 び て い る ダ ニ を不 動ダ ニ と し，全 く動 か な く，頭

部が褐色に変化し た ダ ニ を死 ダ ニ に 分類 した．

成　績

1．忌避作用 （表 1， 2）

　対照 と し て行っ た忌避剤 を置 か な い ときの ダ ニ の移

動 は 24，4＆ 72 時間後 と時 間を経過す るに従 い
， 数 多

く，左粘着 テープ に 捕集 された．・一
方 エ ス テ ル 綿を置

い た 側 で も左側に比 べ 数が少な い が ， 捕集された．し

か し検体 A，B を片側 （右側）に 置 くと，ほ とん どの ダ

ニ の 検体の 反対側 の 左 側 粘着テープ に 補集さ れ
， 検体

側 に はほ とんど補集 され なか っ た （表 1）．

　ダ ニ が 右側 の ど の 辺 ま で 移動す る か，エ ス テ ル 綿 の

Der　l濃度 を測定 した．検体 を置か な い と きは 72 時間

で 内側 の 綿 まで はか な り来て い る た め Der　1 濃度が 高

か っ た．また，外側 の 綿 はそ の 約 1〆9 の 濃度 を示 した．

しか し検体 A や B を内側綿 と外側綿の 問に置 くと，内

側線 の D8 ア 1 濃度 は極端 に 低下 し，外 側綿 も測定感度

以下 とな っ た （表 2）。

　検体側 や 両側 に ダニ の 誘 因物質 と して エ サを置 い た

が ，
エ サ を置かない ときと同様の 成績が得 られ た （表

省略〉．
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Large　petri　dish

Flg．3．　 Indirect　k皿ingeffect　on 　housedust−mlte 　of　eastern 　redcedar 　oil．

ERC 　oil ；2000田，1000μ1，500　yl，250μ1，　Distilled　water ；2000μ1．

Table　l　 The 　result 　of 　avoiding 　effect （m 　housedust−mite 〔1｝

Adhesive　tape（L） Adhesive　tape  Tota［no ．〔｝f　both　sides

Sa皿 P［eA 1st　 　 2nd 1st　　 2nd 1st　　　 2nd

24hrs 205　　 ヱ95 1　 　　 Q 2  6　　 　 ユ95

48hrs 335　　 274 1　 　　 0 336　　　　 274

72hrs 362　 　 297 ユ　　 　 0 363　 　 　 297

Sample 　B24hrs

186 　　 294 0　 　　　0 186　　　　 294

48hrs 274　 　 314 0　 　　 0 274 　　 　 3ユ4

72hrs 308　 　 347 O　 　　 O 308　 　 　 347

ControI24hrs

ユ09　　 ⊥17 14　　　 17 ユ23　 　　　 134

48hrs 123　　 159 34　　 　 31 157　 　　　 190

72hrs 133　 　 　167 42　 　 　 37 176　 　 　 　 204

Unit：The　number 　oE 　housedust−mite ．

Table　 2　The　result　of　avoiding 　effect

　 　　 on 　housedust−mite （2）

Inner　c 〔〕ttonOuter 　cot ω nBQth 　sides

Sanlple　A

　　72hrs1st

　 　 211d

l6ユ　 　 43．2lst
　 　 2nd

く 1．0　 く LOlst

　　 2nd

16．1　 　 43．2

Sample　B

　　72hrs47 ，5　　 66．9 く 1．O　 く 1．047 ．5　 　 66．9

Contro1

　72hrs354 ．2　 346．544 ．8　　 43．9399 ，0　 399，4

Unit；Qしlantity 　of 　Der　l（ng ／g 　fine　dusO．

2．殺ダ ニ 作用 （図 4，5）

　直接樹脂 をダ ニ に 滴下す る直接殺ダニ 作用 で は ， 対

照 の 蒸留水で は ダ ニ は 全 く死滅 し な か っ た が ， ERC

樹 脂液 100または 50μ1を滴 下す ると ， 5 分 で 約 20％

の ダ ニ が足を動かすの み で ，その 他の ダニ は全く動か

な くな り，10分後に全 て の ダニ は死 滅 した （図 4）．

　ERC 揮発成分に よ る 間接的殺ダ ニ 作用 の 成績 を図

5 に 示 した．時間 の 経過 と共 に 死 ダ ニ 数が増加 した，

2000　gl と多 い 樹 脂液 を 用 い た 時は 少 な い 樹脂 液を 用

い た時よ りも，早 く死 ダニ 数が増 えたが，少な い 樹脂

液量 で も 60 分後 に は ほ と ん ど の ダ ニ が 死滅 し て お り，

樹脂液の 揮発性分に よ る殺ダ ニ 作用が確認 された，

N 工工
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01

　 2　 3　 4 　 5　 6
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Fig　4．　 Direct　killing　effec亡on 　housedust−mite 　of 　eastern 　red 　cedar 　oil．

1　2　34 　5　6

2000 μ lof
　 ERC 　 oil

0 0　 0
123456 　 123456 　 1

1000 μ Iof
ERC　oi1

500 μ lof
ERC　 oil

23 　456

250 μ 10fERC
　oiI

01

　2345 　6

　 2000 μ iof
Distilled　water

Fig．5．　Ind正rect 　kil玉Lng　effect 　on 　housedust−mite 　of　eastern 　red 　cedar 　oll．

考　察

　室 内塵 か ら見 い だ さ れ る ダ ニ 類は多種 の もの が あ

り， 本邦 の 室内塵 よ り検 出され た ダ ニ は 100種を 超 え

て い る．通常チ リダ ニ 科 に属する ヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ

Denuat σphagoides　pteronyssinusと コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ

Dermatophagoidesfainaeが優勢種で あ り，Voorhorst　et

aLl）や Miyanloto 　et　a1．z！に よ りア レ ル ゲ ン と して ア レ

ル ギ
ー

疾患 の 発症 に深 く関 わ っ て い る とされ て い る、

1980年 に Chapman と Platts−Mi！lsが D ．　pteronyssinus

N 工工
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の 主要抗原 と し て Derp1 を報告5）し て 以 来，現在，主

として排 泄物 由来 の Derf （p）1 と主 として 虫体由来の

D εげ（p）2 が ダ ニ の 主 要 ア レ ル ゲ ン と さ れ 研究 さ れ て

い る6〕．ダ ニ 抗 原は気管支喘息 ， 通 年性鼻 ア レ ル ギー，

ア ト ピー性皮膚炎な ど の 重要な ア レ ル ゲ ン で あ り7），

生活環境 の 汚染状況 を正確に把握 し ， そ れ を改善する

こ とは こ れ ら の 疾患の 治療上 重要 な こ と で あ る ．また ，

汚染状態 の 評価 の た め ，室内塵 中の ダ ニ 数の 測定 8）9）そ

の 改 良法 10〕
−12）

が 報告 さ れ て い る し，著 者 ら4）も，

ELISA を用い た LCD 研究所の Derf （p）1 の 測 定キ ッ

トが患者家庭 内 の ダ ニ に よる汚染度 を測定す る の に有

用 で あ る と報告 し て きた．そ の 結 果，通年性鼻 ア レ ル

ギ
ー

の 患 者 の 家 庭 の D8rl は 0，05μg／gf ．d．か ら 200

pg／g　Ld．へ と 広 く分布 し て い た 13），気管 支 喘息 に お

い て は Der　1量 として 2μg／g 以上が感作の 危険因子，

10　geg／g 以 ．Eが 喘息発作誘発の 危険因子 と 言 わ れ て い

る の で 6｝
， こ の 様な高値は驚 くべ き もの で あ っ た 。と

くに ，居 間 よ り寝室に多 く，寝具 として は 掛 け布団 よ

りも敷布団，毛布 など に ア レ ル ゲ ン 量 の 多 い もの が多

か っ た 13〕．佐 々 木 工4）
， 舘 野 ら15）もダ ニ 抗 原 量 と小 児

喘息 との 関係に つ い て 報告 して い る．佐 々 木 14）は寝室

床面 よ りも寝具 類 の チ リダ ニ 数が 1m2 当た り 100匹

以 下 に減少す る と喘息発作 は ほ と ん ど 認 め られ な くな

り， 喘息点数，夜 間睡 眠点数，日常生 活点数が 減少す

る と し て い る．

　 さて ， そ の よ うな汚染度に 基 づ き，布団 に ダ ニ 避け

カ バ ー
をつ けた り掃除 回数 を増 や した り， 掃 除 の 方法

を改善する こ とで ア レ ル ギ
ー症状 の 改善を図る こ とが

可 能で あ るが 13）14）

， 現実的 に は指導を守 り，そ れ を継

続する こ とは 容易で ない ．そ こ で ，より有効 な ダニ 忌

避作用 ， 殺 ダニ 作用 を持 つ 薬剤の 開発が 待た れ る が ，

そ の 結果，人体 へ の 影響な どを考慮す る とき， 優れた

薬剤が上市 され て お らず，そ の 効果の 評価法も曖味で

あ る．

　著者 らは今回薬剤の ダ ニ に対する 忌避作用，殺ダ ニ

作 用 を検討する
一

つ の 方法を開発 し，そ れ に よ る east −

ern 　red 　cedar の ダ ニ 忌避作用 ，殺 ダ ニ 作用 を検 討 し

た ．方法論的 に はまだ少 し改 良する 必要が あろ うが ，

そ れ らの 効果 を客観 的 に と らえる こ とが可 能で あ っ

た ．さ ら に，ERC に 強力な ダ ニ 忌 避 作用 と 殺 ダ ニ 作 用

を認めた．現 在 ， 人体 へ の 影響に つ い て マ ウ ス の系 を

用 い て 検討中で ある が ，綿実油中 で 抽 出 した ERC の

材油 出液を用 い た急性経口毒性試験で は ，綿実油だ け

の 対照群 と問題がみ られ て い な い ．こ の よ うな こ とも

考慮すれ ば ， 生活環境内 で 特に チ リ ダ ニ が多 く生息 し

て い る布図などの寝具類に使用する こ とで ，ダニ ア レ

ル ゲ ン の 除去 ・回避 の 問題 を解決 し ア レ ル ギ ー症状 の

抑制の た め に 用 い る薬剤 量 を減量す る こ とに役立 つ 可

能性 が あ ろ うと考 え て い る ．

結 　語

　イ
ー

ス タ ン レ ッ ドシ ダ
ー

の ダ ニ 忌避作用 や 殺ダ ニ 作

用 に つ い て ，著者 らが 考案 し た実験方法 で 検討 した．

そ の 結果 ， イース タ ン レ ッ ドシ ダーに 強い 忌避作用や

殺ダ ニ 作用 が 認 め られ た ．こ の こ とは ， ア レ ル ギ
ー

疾

患 の 治療の 基本で ある抗原の 除去 ・
回避に 用 い る こ と

が で きる と考え られた。と くに ， 布 団や 枕 な どの寝具

を使 用す る こ とで ア レ ル ギ ー症 状 の 改善を 計 る こ と が

可能で あ ろ う．

　本研究に あた り，イ
ー

ス タ ン レ ッ ドシ ダ
ー

の 提供 を

下 さい ま した株式会社マ ス ダ の増田忠男氏に深謝致 し

ます．
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　　 Housedust−mite 　has　been　a 　trigger　factor　for　allergic 　diseases　such 　as 　asthma ，　rhinitis 　and 　eczema ．　There−

fore，　it　is　important　to　remove 　housedust−mite 　from　the　environment 　of　an 　allergic 　patient．　Eastern　red 　cedar

is　olle　kind　of　cypress 　tree　which 　grows 　naturally 　in　Northern　America．　It　is　used 　for　the　material 　of 　pencils，

and 　the　essence 　of　soap ．　Its　oil　is　used 　for　oily　substance 　for　microscope 　lens．　Using　originat 　system ．　we 　exam −

ined　eastem 　red 　cedar 　and 　its　oil，　and 　found　that　it　is　effective 　for　killing　and 　preventing 　housedust−mites ．　The

result 　was 　very 　effective ．　In　conclusion 　the　eastern 　red 　cedar 　and 　its　oil　seems 　to　be　useful 　for　controlling

mltes 　in　the　home 　environment 　of 　allergic 　patients．
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